
A-12

A2′P  AL00■ に よるプログラムの誤 りの発見について

榊 原   清  (電機試験所 )

§■ まえがき

電機試験所計算センターでは,F AC UM230-50のモニタ管理の下で,ALG OL,

FORTRAN,00BOLの プログラムをバツチ処理方式により処理 しているが,ALGOLに

よる使用人口が FORTR ANの使用八日に徐 々に移行する傾向が見えている.(図 4,5,6

参照 ,電機試験所計算センタ公報第 1号所載の図番のまま )

それは,ALGOLが FORT RAN に比 し

|)エ ラ発見に時間がかかる。

||)プ ログラム完灰までのコンパイル回数が多 くなる傾向がある.

i‖ )F ORTRANの 方が現在の所 ,共通話として便利 である.

という事実による.

私は計算センタ員として,エラ発見に協力することが風 々あり,エ ラの追求の作業を種

々経験するが ,以上の 2点 はALGOLが 持つている種々な性質に原因をもつていると思わ

れる.そ こで,こ こではエラ原因を追求する作業中に得た経験の中から,プ ログラムエラ

がある場合の ALGOLが持つ種々な問題点について,次の 3点 を中心に説明する .

○エラの発見困難な実例 (§ 2)

O ALGOLの プログラムエラの特徴 (§ 3),(FORTRANと の比較 )

○対 策 (§ 4)

なか ,我 々が用いている ALGOLの 金物表現を参考のため文末附表 1に示す 。

又, ここで問題 としているのは,モ ニタ管理の下でパ ッチ処理 したときの問題であるか

ら,ALGOLを 会語言語 として用いる場合 ,その処理単位ご とにエラチェックがされてプ

ログラムが進 められることになるから,エ ラ発見の困難性については大分状態が変る.そ

の問題については,こ こでは触れない。

§2 エラ発見の困難な実例
以下の数例は何れ も実際に出会つたプログラムを多少変更して,プ ログラム上の誤 りが

判然とするように小規模にしたもので,従 つてプログラム上の意味はない.原因が判つて

しまえばつまらぬエラであるが ,発見の困難性は意外に大きい。しかもプログラムによつ

ては重大な結果を惹き起すエラである。
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21 :ENDの 後のセミコロンに原因するもの .

'ENDの後のセミ
コロンについての文法は,ALGOLの プログラムにおいて種々の困つた

現象を惹き起す.

2.■ 1 プロックの構成が崩れる.(1)

図 2-1

図 2-1に おいて ,上か ら 7行日の IENDに セ ミコロンが ないため , iBEGIN

R EALA。 ,が コメン ト化 してしまつた ため「 Aが未宣言」 とな
つたエラである .

このためプロックの構成が崩れているのだが,文法上,「どの
:BEC・ INと :ENDが対応

せればならぬ_|という規制はないから,最後の 'EN Dは 一。つ余つてしまう.しかし,こ の

例の場 合は……
!END:ENDと なつ て終 るプログ ラムなので ,コ ンパイラは最後 の 'END

の一つ前 の :ENDが 終 りの :ENDと 判断 す る外 な く, 'END は一つ余 された
°
ままエラを

出 し得 ない 。従 つて「 未宣 言」 と
い うエ ラか らプ ロ ックの崩れを診断 しなければな らない。

2.1。 2 プロッタの構成が崩れる。 (2)

図 2-2に おいて,初 めの IFステー トメントの中の :ENDに セミコロンがない.従つて

この場合は
;IF T:LS a36:TH EN!BEGIN K(18)=K(16)+1。 ,ま でがコメン トと

化 してしまつている.所で前例 と相達する点は ,前例では
!END:ENDと endが続いてい

たので最後の
i ENDが

無視されても表面上は何の影響 もなかつたが,こ の例では ,最後の

:ENDと その前 の :END の間にL6と い うレーベルが立つているプログラムなので,L6

というンーベルは定義されない .

このエラも,プ ログラムが途中で終つてしまつたことか ら,:BE∈INが足りないか ,又

ワbECIN

OREAL 50DoP.0.|

s・ P■oOID・ Pノ oO。

ワBEGIN

ワREAL 511DllPlo01。 |

Sl・ Pl■01.IDl・ Plノ 0100

°END

OBEGIN

OREAL A.。

A・ 5◆ D。 。

ER■ 001
0END

NOT DECLARED A
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OBEGINeC()MMENT KoSAKAKIBARA 01F ST.|

OARRAY K(1・ .20)..

・REAI_ T..

T=lol).9

・IF T ・LS Oo25 0T1lEN ・BEG:N

K(17)=K(1‐ 7)+1.|・ 60 TC)L6 .END

|:F T OLS O・ 36 1T}lE卜 1 01,EGlN

K(18)=K(16)● 1。 |IGO TC)L6.END

ER1002 l」NDEFINED LABEL   L6
FRl(〕 0, llNDFF!!JFD LABEL   l_6

図 2-2

は :ENDが 多 く入 りす ぎたかのどち らかの場合であることに気付き ,1重点的に
;BEGIN

と
:ENDの 部分をチェックすると,コ メン ト化に気付 く.

このエラも初めて出会つたときには ,何故途中でコンパイルが打切 られるか ,原因が分 ら

ずに相当の時間を費 した・

以上の 2例は ,一見何の関係 もないエラメ ッセージか ら,エ ラを発見せ ねばならず ,又 ,

普通 ,上 の 2例 の如 き単純 なプログラムであることは少 ないか ら,非常に発見困難である .

このようなエラを出す原因は,む しろコンパ ィラ作成者やプログラマに負わせるべきではな

〈,:BEGINの ようなプログラムの骨組 を形成する要 素をコメン トとして書いて もよいと

い う文法に責任があると思われる .

:BEGINが コメン トの中にも書けるとい う利益 と,一寸 とした不注意 のためにプログ ラ

ムの構成全体が崩れてしまうとい う不利益 を考えれば得失は明 らかであろ う。

2.■ 3 実行 ステー トメン トが無効になる .
図 2-3の プログ ラムの計算結果 が図 2-4で あ る。

図 2-3の プログ ラムは文法上 の誤 りは発見され ないので計算が実行 され ,答 が出た.

しか し,変数 Aの値は 3。 0と なるべき筈が “0"と なつた。これは :END A=3.0.,

としたか らである .

図 2-5の 例は前例 より少々性質 の悪い例 であるが

rO外側のプロックで変数 Aは IINTEG ERと した .
。
(D内 側 のプロックで変数 Aは 'REALと した。 しか しこの 'REAL宣言は

:END

lREAL A.,と
したため無効 .

従つて B=A+Aの 計算結果は 2。 0と なつた .
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ワbECIN

ワHEAL AI● lclb rDt r

OBEGIN

ワREAL b■ ID■ |ハ ■lb loo

Al● ■oOoob■ ●2 丁UT~三

Sl=Al● Bloo

~~~~~~~~~~~1図
F百1「:葛T百

~o

PRINT(Al)。 .PR:NT(31).ICRLFoo

PR:NT(Sl)ooPR:NT(Dl)。 I CRLF。 。CRLF・ ●

OEND

A口 3o U「。
~9U・

5。 0。 o

s=A● B.|

D=A‐ B.|

PRIN丁 (A)ooPRIN丁 (B)・ ICRL卜・ |

PRINI(5'ooPRIN丁 てD可 :o

・ LND

。1000000● 01 。2000000■ 01

`3000000● 01‐
.。 1000001゛ 01

図 2-3

図 2-4

口bECIN ・ QOMMENI.KObハ Kハ氏 lbANA TttVAL:D BLOCK.・

PRIN丁 5:RINし ロヽワINVAL 丁D Bt_oCK H)oo

▼END

・BEし IN

口RLAL A

~~~~~~~~~~~I■
ITTTTU=A~● A・ ●

PRINT([').|

・
「 'lυ

図 2-5

。0000030‐ 77~可可薫丁lσOてXア「
手
~OI~

05000000◆ 01‐1.5000000001

可Ett「
‐



この 2例は,プ ログラムを非常に単

純 化したのと,答が分つているので よ

いが ,こ れが巨大 なプログ ラムで ,且 ,

答 が予測されない場合 ,又 ,直接 Aの

値が印刷されず他 の計算に用い られる
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:NVALID BLOcK 2000001。 ()1

場合など,完全に見逃が してしまうで         図 2-6
あろう.

なお,2,3例 あげれば
:END:IFD!GQOITHEII A=B。 ,A=C.,
の如きプログラムでは,A=Cが 必ず実行されるので,A=Bと A=Cの 計算結果があまり
数値 の上で相違がないと予想 しているとき (実際は相違するかも知れぬ )風 々気づかずに長

期間そのままのプログラムで計算が続行されてしまうかも知れぬ.

以上 のように,実行命令がコメント化するとき,エ ラメッセージは出ず ,しかも屡々重大
なエ ラを惹 き起す .

2e2 s ting quoteに よるエラ(金物表現は `も 'も !'で ある )

・BEGIN eCoMMENT STR:NG Nσ
~硬

爾頭lI百
‐
雨て更「TT~~~~~~~~~~~~…

……………

PRINTSTRING`|IABCIDE00)。 o

PRINTSTR:NG《 00FGO)e

PR:NTS〒 RING(00H:00).|

ERo701 MiSSiNG DLLIMIIEH

S   DEVIcE

ERooo7 S CARD cOMMING

図 2-7

図 2-7に おいて !:FG::と すべ きを :を 一個落 したため str in gは '9FG7
PRIN TST RING('!と なり,次のstrim g::H!'が H;' となつて意味不明となつた
ためエラが出ている。これはたまたま次の命令が PRIN TSTRING命 令であつたので,エ
ラの判定が簡単 なのであつて,1つ の PRINTSTRING命 令と次の PRINTSTRING命 令
とが仮 に数 100～ 1000ス テ ップ離れていれば,今 のようなエラで,そ の間数 1000ス テ ッ
プの全部が Str m g と化 し,表面上 ,エ ラメッセージは ,
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PRINTSTRING(]:HI::).,

FR0701 MISSING DELIMITER

と出る。このエラメッセージのす ぐ上 のステー トメン トにエラは考え られず ,これから数

1000ス テ ップ前の :の落 しを発見するのは困難 であろ う。

str ing quoteの 落 しの例は,次 の ような場合 もある。

PRINTSTRING(!!Y=;)と あつてこれか らプログラムの最後まで stringが ない

とき,我 々のコンパ ィラの場合 ,「 コン トロールカー ドが来た」 とい うエラメッセージが出

る。この場合 なども種 々のエラ経験を積まない限 り,何故 コン トロール カー ドカ沫 るか分 ら

ぬため発見困難 である .

2。 3 不正確なエラメッセージの洪水による もの.

ALGびLで は不正確なエラメ ッセージの洪水 の中に溺れて しまつて正確にエラを検出 し得

ないことが多い・

図 2-8に 示す如 く,コ ンパィラがプログラム上のエラを全部捜 し出そ うとすると,エ ラ

の洪水が出来易い .

しかも,これ らは必ず しも正確にエラを指摘 しているとは云い難い・

FORTRANで もALGOLで もエラが多量に出 るのは,宣言命令に関係 する。 しか し,

ALGび Lでは宣言中には ,「手続 き」 の宣言 も許されており,又 , !BEGIN～
!ENDで く

くれば,プ ログ ラム上 どこに宣言を置いてもよい .

この便利 さは一度 このプログラムの骨細 を崩すようなエラを生ずると,相互の位置関係が

崩れて,殆ん どのステー トメン トが文法上許されない ことになり易い。図 1-8の 例は ,コ

ンパ ィラがどの ような判断 の下にエ ラメ ッセージを出 しているか理解に苦 しむ所であるが ,

初り の「 手続 き」
の宣言を
:IN TEG ER:PRびCEDURE TWIcE(L).,と すべ き所を

lINTEG ER:FUNCTION TWIcE(L)。 ,と したために「手続 き」 の宣言 と解釈 されず ,

NCTIONTWICE(L).,な る「 手続 き」の CAL L命 令が入 つた と解釈 され,(こ のような

解釈が正当であるかどうかは別 とす る )既に主 プ ログラムが始 まつていると解釈 したので以

下の宣言か ら全部文法違反 とされている。 このよう|″⊂一部 にエラがあつて も他の部分の解釈

が正確に出来 に 〈〈なる性質を ALG OLは 持つている。 (§ 2で もこの点に触れる.)従 つて

不正確なエラメッセージの洪水 を生 じ易 〈,又 ,そのために本当のエラがその不正確 なエラ

メ ッセージの洪水 の中に埋 まつて発見困難 になる .

我々は ALGびLコ ンパィラ作成者に対 し,出 来るだけエラをプログラムの最後まで検出 し

て欲 しいと注文を出 したが,そのエラの種類によつてはこの注文は有効であつたが,余 りに

エラの多いものは結局は,他 のエラに影響されて出た不正確なエラメ ッセージであることが

多いので,一番最初に指摘されたエラを修正 してから後のエラについては考えるということ

になつているのが現実である.従つてこのような事実が ALGOLにおけるコンパ ィル回数の
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OBEG:N

INvALID DELIMITER COM_:NG_lN_^旦 全:_旦_D:AGRAMM二 塁_
EKUfυ 4

ER2o22

IIN〒 EGER 'FUNC丁 110N lWiCE(L)。 o

5YLLAい LL LК ROH IN L′ LLIM:IEN

~~~~~~~¬
瞬覆iて買万
~~ ~~~NOT DECLARED
I:NTEGER L・

|

NCTICNTWICE

ER2003 :D DELIMllTER MA D

HMETIC ExPRESAR~~~~~~~‐ ~~TFRU⊂
ビDUI爾E wttrT「てFuNCIJ)・ |

~~~~面
P面
~~~~雨

百百y麗面百百面
~面
面 1雨
~~面 ~下
面雨
~面
百頭雨雨頂
~~~~

FD2003      1NvAL:D
L'｀ ~TINTEGER Joo DELIMITER COMING IN MAIN DIAGHハ ‖MLR

NDER2003 MITER COMNVAL D

Kロ トUNι 【J).|

~~~~~~~耶
W5~~~~~~~~MU「 ST~~BI~~ARRAV~OR PROCEDuRE :DENT:FIER

BE vAR ABLE

PRINT《 K)o0

ER3001

OENDoo

OFOR :=1 0STEP 1 0uNT:L 100 0D(0)

WR:TE《 TWiCEI:)。 o

ER1001 DECLARED

WRITEER1001 NOT DECL,ARED
IEND

2

ER1002

~~~~ERIUUフ
UNDEFINED LABEL
UNDEFINED LABEL

UNDEFINED LABEL   FUNC

I

TWiCE

第 2-8

増大の原因である.

その他 ,発見困難なエラをその原因のみあげてみると,

i)指定 した arrayの 上下限を越えて用 いる.

‖)dynam ic arr鶴にその上下限を表わす式の値 が決まつていない。例えば ,
]ARRAY A(1… N)で Nの値が決まつていない .

NoT DECLARED      wR:TE
百雨百π雨下可て石

~~~~~~~~

[R3■ 01

~~~~~~可
預I¬又

'芝
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11)コ ンパ ィル上の種々の棚のあふれ .

等である.

§3 ALGOLの プログラムエラの特徴
§2でのべたエラは,ALGび L文法の一部の欠陥から来るものと考えられるが,こ こでは

ALGびLの一般的な性質から来るエラの特徴についてのべる.

&1 :BEGIN～ ;ENDの構造
ALGσLは この :BEGIN～ !ENDに よる所謂「PhraSeStruCturdを もつて構成 され

ている.従 つて,も しこの !B EGIN,!ENDが 1つでも欠けると全体のプログラム構成が

崩れてしまう.(§ 1_1 の例 もその 1例 )

プログラム全体の構成が,骨格に相当するものと,小骨に相当するものと区別なく, 1つ

ても欠けると全体が崩れてしまう構造は非常に困つた性質である.

従つてコンパィルは或判断限界を生 じて,それ以上翻訳すれば§2.3で のべた如 〈不正確

なエラを出すことになる。 FO RT RANに はこのように全体のプログラムの組織を 1ステー

トメントで崩すようなものはない.

しかも,1ステー トメントづつ独立 し,プ ログラム単位ごとに独立 している.従つてプロ

グラム全体は先ずプログラム単位ごとに完鷹 し,(プ ログラム全体の中の或プログラム単位

にエラがあつても,他 のプログラム単位には影響を与えない )又 ,1ステー トメントづつ完

成する.

AL GOLは これに比 し,上にのべたような性質から,エ ラがあれば,途 中でコンパ ィル中

止か,不正確なエラメッセージの出現覚悟の上でコンバ ィルすることになる.いずれにして

もコンパィル回数を増 さなければ,全 プログラムのエラは発見出来にくい.

a2 セミコロンの区切 り
ALGOLが紙テープをベースに考え られたため,セ ミコロンが重要な役 目をもたせ られた

ものと考えられるが,セ ミコロンのみに文の区切 りの役 をさせているため,こ れを何等かの

原因で落すとき,次 のステー トメント,又はプロック等と互いに影響 し合つて,コ ンパィラ

は処理の判断 力出来なくなり易い.

次に種々の場合について考えると

a2.1 ステー トメントの区切りに用いられるとき.
この区切 りを藩すと,次からのステー トメントと互いに影響 し合つて,コ ンパ ィラは処理

停止 ,又は不正確な,又は分りにくいエラメッセージを出す.

&22 プロッタの終上のための 'ENDの後に用いられるとき.
この区切 りを落 したときのエラについては§2に のべた .
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32.3 「手続き」の区切りに用いられるとき.

「 手続 き」
の本体が 1命令であるとき,「 :BEGIN,!ENDは 省略 してよい」 とい う規

則は, !BEGIN,:ENDの 代 りを一つのセ ミコロンが代理するとい うことと考え られる.

例えば,図 3-1の ように, :PROcEDURE MATOUT(DELF,TW,N)。 ,と その本体

の間にEJEC T., という実行命令がたまたま入り込んでしまうと,そこで「手続き」は終

りとなつて,次 のI BEGINか らのこの「手続き」の本体は主プ
ログラムと解釈されること

になつてしまう.こ のようなエラは,従つて,.上の3。 2。 1,3.2.2の場合と相違 して ,
セミコロンの落 しではな〈,セ ミコロンが誤つて重要な役目を演じてしまつた例である.

次の よ うな場合 も考 え られ る。

・̈ ・̈ 'E ND:REAL!PROCEDURE SUMl。 ,SUMl==Al+Bl.,
:REAL:PR3・CEDURE SUM2c,SUM2==A2+B2。 ,

この場合,SUMl=Al+Blは主プログラムと解され,従つて「 手続き」 SUM2の直言は
無効になる.こ れは, :EN Dの 後のセミコロンと「 手続き」の本体をセミ

コロンのみで区

切つてよいという2つのことから発生したエラで,不正確なエラメッセージしか出し得ない.

FσRT RANな らば ,1ス テー トメン トづつの区切 りは CONTINUATION記 号がなけれ

ば,区切 りと見倣すので,区切 りを忘れて他のステー トメン トに影響 を与えることはない。

又 ,FびRTRANの ように 1ス テー トメン トが短い言語にとつてステー トメン トが続 くとい

うことはそれ程多 くは ないので CONTINUATION記 号の忘れはそれ程 多 くない し,エ ラが

直接指示されるので発見は易 しい。

以上 ,結論的に云えることは ALG5Lは FORTRANに 比 し「 そのエラが他 の部分に影響
を与え易い」 ことであり,それが又,エ ラ発見の困難な一つの原因である.

これはALGOLの句構造に大きな原因をもつと考えられるが,今一つ大きな原因は「 プ
ロ

グラムの冗長度が少ないこと」によつて他から影響を受け易い原因を持つていると云えよう.

冗長度度について種々考えてみると,

イ)FORTRANな らば,副 プログラムの表示は ,
fSUBRσUTI NE(又は F UNC TION)

2 RETURN
|

ヒEND

の3つで構成されるがALGびLでは
!PROc ED URE(又

は <TY PE><'PRσ CEDURE>)

のみであつて他は, :PROcEDU RE独 自の表現がないため,他 のプログラム部分と混同さ

れ易い。 (図 2-8,図 3-1)
口)又 , :B EGIN,:ENDは ,どの組合せでも出来てしまう.例えば,次例において
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①一① ,②―② ,①一③なる
:B聞肛 Nと :EN D が対応

するのが正常 なのだが,①の :BEG INに クオー ト
7を
落

した り,又は §1.1で のべた原因で無効になると,対応は

①一⑭ ,②一③となり,最後の iENDは 余されたままと

なる.どの :BEGINと !ENDが対応すべ きだ とい う積極

的 な指示が ないためである .

′ぅ :ENDの 後のセ ミコロンにしても,セ ミコロンの

みにプログラム全体の骨組を崩す ような重要な責任を負わ

すべきではな〈,他の幾つかの情報を添えてコンパィラの

判断を確実にすべきであろう。 (カー ドペースのALGOL

であれば特にカー ドの特性を利用すべきであろ う。)

二)「手続き」を呼ぶのにCALLの如きステートメントがないため,例えば図 1-8の

例にもある如くTWIC E(D., は手続きを呼ぶステートメントと混同されている.

以上 のようにプログ ラムの冗長度 を増す ことに よリコンパ ィラは一部分の間違 いによつ

て次か ら判断停止の状態に追い込 まれるような事態を避ける ことが出来 る.特 にカー ドペ

ースであればカラムの特徴をもつ と生かせばよいと考 える。冗長度 を増すことにより,

ALG OLで も部分的 な完成が出米 ,又 ,正確 なエラ診断の可能性が増す と考え られる。

その他 ,ALGOLの プログ ラムで初心者が侵すエ ラを参考迄にあげておく.

l)l END の後のセ ミコロンの打 ち方 と間違い .

‖)spemicatiOnと decl antionの意味 の混同 .

ill)ヽ晟lueの使用法 の間違い .

lv)read,print命 令以外の入 出力命令の わrmatの 間違い .

V).重 複坂置義 (:INTEG ERA。 ,:INTEG ER!ARRAY(1。 ,20).,)
これは FORT RAN使用者に多い .

vi)Whil e形 のお rステー トメン トを収東せぬ ような問題に用いる.

§4 対  策
§3の終りにのべた如 〈,ALGOLに はプログラマの意志を間違いなくコンパ ィラに伝

達するための情報が欠けている。従つて,何等かの手段でこれを補 う必要があり,それ 'に

は次の2点が考えられる .

i)ALGOL文法を変更する.

‖)書 き方に工夫を加える.

4。 l ALGO L文法 を変更する。

コンパ ィラ言語が共通語 とい う性質をもつている以上文法の変更は容易では ない.そ の

iBEGIN

:BEGIN

∩Y

・①

BEGIN

:END

3 END

:EN D
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変更が部分集合になればょいが,方言 と化 してしま うことは困る .

しか し,こ こでは,共通 語 とい う性格 を一応無視 して単 に「 エラの発見の困難性 をなくす」

とい う立場か ら考えてみる。

4.1.1 :BEG IN～ :ENDに 対応番号 がつけ られるようにする .

例えば
;BEGIN l～ !END lの如 くである i

このようにすれば,対応 について判然 とし,ど の
:B EGIN,又は IENDの パランスが崩

れたかは明瞭 となり,エ ラの診断がし易い・

4。 1。 2 :END の後 にコメン トを許 さず ,直後にセミコロンをつける.

セ ミコロンでない記号は許さない。(lELSEの場合のみを除 く,又 ,も しセミコロンを

書き洛しても
:ELSEが

続 く他はセミコロンを補つてやつてもよいう従つて従来の
:EN D

の後の コメントは許さない。

4.1。 3  :ENDの 後のコメントは許す場合は ,コメン トの中に del miterを 許さない。

このようにすれば 'BEGINの ようなプログラムの骨組 を形灰するような重要 な要素を
コ

メン ト化する心配 がなくなる。

41.4 「 手続き」 の本体には必ず
:BEGI N,:EN Dを つける。

他のプロッタと区別するため
!BEGIN Pl～ :ENDPlの如く「手続き」の本体の区切りで

あることを明確にする. このようにすれば,他 のプログラム部分と混同されることを防ぐこ

とが出来,他 の部分にエラがあつても,「手続き」の部分だけでも部分的にエラチェッタが

可能になるであろう.

4。 ■5 「 手続き」 を呼ぶため CA LLをつける。

呼び出すステー トメント(C ALLと は限らない。)をつけて呼ぶことにすることによつて,

他 との混同 を防 ぐ・

4。 1。 6 カー ドの場合 ,Strin gが 2行以上にわたるときは何等かの続 き印を書 く・

4.1。 7 プロッタ別 ,又は「 手続き」別のコンパィル.

大きなプログラムは,FORTRANと 同じ〈,分割 して別コンパィルとすべきである.別

コンパィルにすれば部分的完成が可能となる.但 し,そ の際,FOR TRANに おける

COMMONス テートメントのようなものがないと不便ではないかと思われる.

4。 2 書 き方に工夫 を加える｀
`

ALGOLは プログラムの書 き方に よりかなり分 り易い ,又 ,従つて間違いのないプログラ

ムを書 くことが出来 る。

4。 2。 1 lBEGINと !EN Dに は レーベルをつける.

4。 2。 2 カー ドの場合 ,対応する !BEG INと !EN Dは同じカラムから書 〈.

4.2。 3 1 ENDに はその直後に必ずセミコロンをつける .コ メン トは iCOMMEN Tに

よる.
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4.2.4 出来るだけ見易い ようにプログラムを書 く.

ステー トメン トを 1行に幾つ も書 くことは間違 いの原因 となる .

4e2.5 1Fステー トメン トなども :IF～ !THEN～ :ELSEを 長々とつなげ ない ように
プログラムを工夫する。

4。 2.6 プロッタはなるべ 〈単純 に整理すること .

§5  ま と め
以上にALGOLの特徴的なエラと実例についてのべ,その原因を次の2点

|)ALGO L文法の部分的欠陥

||)ALGOL言語の性質か ら米るもの.

から説明し,その対策についても私の考えをのべた.

しか し,その原因を除去 しようとすると,共通語 としての性格とい う壁にあたる。

AL GO Lには言語としての自由度を拡大させるような文法修正の動きは常にある (ALG OL

6Xの ような )が ,実際上の使用経験からする修正意見 ,む しろ「不便でもよいから規制す

る」とか「冗長度を増大せよ」というような意見を吸収する努力は今迄にされていないと思

われる.

種々の部分集合や方言が発生するのも,一つの原因はここにあるのではないかと考える.

使用経験からする修正意見を部分集合 ,又は方言とせずに艮い意見をどじどじ文法に吸収 し

てゆく道を作るべきだと考える.

ALGOL文法の作灰 ,又はその修正にあたられる人々が

i)現在計算機を用いる人 々が最早 ,プ ログ ラマと呼ばれる ようなプログラムの専門家の

みでないこと.

‖)専 門家でない人 々にも容易に分るようなエラメッセージが要求されていること.

|‖)プ ログラムの専門家でない人間は ,表現機能の拡大 より,簡単な基本的な機能を組合
せて種々のプログラムが出来ること,完成迄の時間の早さ,エ ラ診断の確実さ等を望ん

でいる.

とい うことを充分認識されるよう望みたい .

我々の計算センタでも経験する所であるが,計算機をソロバン代りと考える人にとつては,

「 手続き」の文法さえ面倒で,も し間違つて用いると時間を消費するということから用いた

がらぬ人々も居る. これは少 極々端ではあるが,ALGOLの表現機能の拡大の努力も必要と
思われるが,実用的に工夫を文法に取入れることが現在のALGOLに とつてもつと必要であ
ると考える .

終 りに,本文をまとめるにあたり,終始御鞭撻戴いた戸田電 気試験所計算 センタ長に感謝
する。
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